
237号　平成19年（2007年） 11月2日発行 6一般質問237号　平成19年（2007年） 11月2日発行

必

要

に

応

じ

   

国

へ

働

き

か

け

て

い

き

た

い

市のごみ処理
多 摩 川 衛 生 組 合 へ の
全域加入に伴う経費は

建設費精算金など
総額で約52億円である

前
田　

弘
子
議
員　

家
庭
ご
み
の

有
料
化
の
導
入
と
収
集
方
式
の
変

更
に
関
す
る
市
民
意
見
公
募
が
行

わ
れ
た
が
、
有
料
化
は
ご
み
問
題

の
根
本
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。
有
料
化
の
問
題
点
は
、
生
産

の
あ
り
方
で
は
な
く
、
消
費
者
の

意
識
等
だ
け
を
問
題
に
し
て
負
担

を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。

　

意
見
公
募
の
中
で
、
国
が
有
料

化
を
進
め
て
い
る
と
あ
る
が
、
有

料
化
が
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
と

い
う
数
字
的
根
拠
は
あ
る
の
か
。

環
境
安
全
部
長　

国
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
有
料
化
は
効
果
が

あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
有
料
化

と
あ
わ
せ
た
減
量
策
の
展
開
が
必

要
と
考
え
る
。

議
員　

根
本
解
決
に
は
、
生
産
の

あ
り
方
を
見
直
す
方
向
で
の
法
改

正
が
必
要
と
考
え
る
。
か
さ
む
処

理
費
用
を
市
民
に
求
め
る
の
で
な

く
、
生
産
者
に
拡
大
生
産
者
責
任

を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
国
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

必
要
に
応
じ
、

都
等
を
通
じ
て
、
国
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

小
山　

有
彦
議
員　

本
市
の
ご

み
処
理
に
つ
い
て
、
二
枚
橋
衛
生

組
合
の
焼
却
炉
廃
止
に
伴
い
、
多

摩
川
衛
生
組
合
へ
全
域
加
入
し
た

が
、
全
量
搬
入
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
を
市
民
へ
し
っ
か
り
と

説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と

思
う
。

　

そ
こ
で
、
多
摩
川
衛
生
組
合
へ

の
全
域
加
入
に
当
た
っ
て
、
要
し

た
費
用
と
そ
の
内
容
は
。

環
境
安
全
部
長　

建
設
費
精
算
金

な
ど
全
域
加
入
に
伴
う
費
用
が
36

億
４
２
１
７
万
円
、
ご
み
処
理
施

設
整
備
費
と
し
て
、
処
理
場
が
他

市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
対
策

に
係
る
費
用
負
担
15
億
円
を
平
成

19
年
度
よ
り
８
年
間
に
分
割
し
て

支
払
う
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
、
総

額
51
億
４
２
１
７
万
円
と
な
る
。

議
員　

人
口
20
万
以
上
30
万
未
満

の
自
治
体
の
う
ち
、
中
間
処
理
施

設
を
有
す
る
団
体
数
と
有
し

な
い
団
体
数
は
。

環
境
安
全
部
長　

平
成
16
年

３
月
末
時
点
で
は
、
該
当
す

る
自
治
体
数
は
全
国
38
市
あ

り
、
そ
の
う
ち
全
て
の
市
で
、

行
政
区
域
内
に
中
間
処
理
施

設
は
設
置
さ
れ
て
い
る
。

他 

府
中
市
の
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て

放課後子ども教室事業
全校実施に向けた取組は

地域の意見を取り入れ
効果的な運営に努めていく

府
中
版
Ｃ

※

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
を

 

導

入

す

る

す

る

考

え

は

先
進
市
の
情
報
等
を
得
な
が
ら

 

調

査

研

究

し

た

い

自園型病児・病後児保育
 市 の 見 解 は

多面的に調査・検討する
 必要があると考える

市
役
所
庁
舎
内
に

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は

安
心
し
て
手
続
き
等
が
行
え
る
よ
う

 

検

討

し

て

い

き

た

い

特定健診等の導入に当たり
個 人 負 担 を 無 く す 考 え は

国等の負担基準や
他市の状況等を踏まえ対応する

遠
田　

宗
雄
議
員　

放
課
後
子
ど

も
教
室
事
業
の
全
校
実
施
に
向
け

て
、
充
実
し
た
運
営
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
取
組
と
課
題

を
聞
き
た
い
。

市
長　

現
在
、
実
施
中
の
３
校
で

の
経
験
等
を
生
か
し
な
が
ら
、
地

域
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
よ
り
効

果
的
な
運
営
と
実
施
校
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
。
課
題
は
、
子
供
た

ち
を
地
域
で
見
守
り
は
ぐ
く
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
人
や

団
体
が
同
事
業
に
参
画
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

同
事
業
の
委
託
先
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
の
特
徴
を
生
か

し
、
独
自
性
を
発
揮
さ
せ
る
考
え

は
。

　

ま
た
、
現
在
の
運
営
費
は
厳
し

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
対
応
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

具
体
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
指
導
で
は
、
団
体
が

持
つ
専
門
性
を
生
か
し
た
取
組
を

期
待
し
て
い
る
。

　

委
託
経
費
は
、
初
め
て
の
事
業

の
た
め
、
想
定
外
の
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
う
の
で
、
今
後
は
、
団
体

と
も
よ
く
協
議
し
、対
応
し
た
い
。

奈
良
﨑　

久
和
議
員　

平
成
16
年

に
名
古
屋
市
で
導
入
さ
れ
、近
年
、

政
令
市
や
府
県
で
広
が
り
始
め
て

い
る
自
治
体
版
Ｃ

※

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

環
境
安
全
部
長　

名
古
屋
市
が
導

入
し
た
自
治
体
版
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

は
、
述
べ
床
面
積
が
２
０
０
０
㎡

を
超
え
る
建
物
を
対
象
と
し
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源
、
リ
サ

イ
ク
ル
性
能
な
ど
の
環
境
負
荷
削

減
は
も
と
よ
り
、
室
内
の
快
適
性

や
景
観
へ
の
配
慮
等
も
含
め
た
建

築
物
の
環
境
性
能
を
総
合
的
に
評

価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

議
員　

将
来
的
に
府
中
版
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

を
自
治
体
で
活
用
す
る
場
合
、
地

域
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
利
用
が
可

能
な
た
め
、
今
後
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
先
進
市
の
情
報
等

を
得
な
が
ら
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
が
導
入
で
き
る
か
、
調
査

研
究
し
た
い
。

※
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
⋯
建
築
物
総
合
環
境

性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
。
建
築
物
の
環
境

性
能
を
評
価
し
格
付
け
す
る
手
法
。

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

国
は
、
急
な

発
熱
な
ど
で
体
調
を
崩
し
た
園
児

を
普
段
通
っ
て
い
る
園
内
で
看
護

師
が
一
時
的
に

預
か
る
保
育
所

自
園
型
の
病
児

・
病
後
児
保
育

に
つ
い
て
、
平

成
19
年
度
か
ら

の
制
度
拡
充
弾

力
化
方
針
を
打

ち
出
し
た
。

　

そ
こ
で
、
同

保
育
事
業
に
つ

い
て
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

今
後
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、

ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
等
を
行
う

と
と
も
に
、
多
面
的
に
研
究
・
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
に
係

る
公
費
負
担
に
つ
い
て
の
進
ち
ょ

く
状
況
及
び
マ

※

タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

の
普
及
・
活
用
状
況
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

同
健
康
診
査
の

公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
20
年
４

月
か
ら
５
回
の
健
診
実
施
に
向
け
、

東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
、
具
体
的
な
検
討
が

吉
村　

文
明
議
員　

近
年
、
多
様

化
す
る
日
常
生
活
に
あ
わ
せ
て
、

市
庁
舎
業
務
の
更
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
乳
幼
児
を
連

れ
た
人
が
安
心
し
て
庁
舎
内
を
移

動
し
、
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
乳
幼
児
の
安
全
確
保
の

た
め
、
庁
舎
内
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

設
置
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
検

討
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
来
庁
者
が
自
由
に
持
っ

て
行
け
る
各
階
の
フ
ロ
ア
配
置
図

等
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

財
務
部
長　

幼
児
を
連
れ
て
来
庁

す
る
市
民
が
安
心
し
て
手
続
き
等

が
行
え
る
よ
う
に
、
現
在
、
授
乳

室
の
設
置
や
ト
イ
レ
内
に
乳
幼
児

固
定
ホ
ル
ダ
ー
の
設
置
を
行
っ
て

い
る
が
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
も
今
後
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
来
庁
す
る
市
民
の
案
内

は
、
目
的
の
場
所
へ
ス
ム
ー
ズ
に

行
け
る
よ
う
に
、
現
在
、
東
西
玄

関
の
案
内
所
で
各
階
の
案
内
図
等

を
渡
し
て
い
る
。
今
後
も
他
市
を

参
考
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
市

役
所
案
内
を
目
指
し
た
い
。

赤
野　

秀
二
議
員　

老
人
保
健
法

が
、﹁
高
齢
者
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
﹂
に
全
面
改
定
さ
れ
、
平

成
20
年
４
月
以
降
、
市
は
、
国
民

健
康
保
険
︵
国
保
︶
の
保
険
者
と

し
て
特
定
健
診
等
を
行
う
な
ど
、

保
険
事
業
が
大
き
く
変
わ
る
。

　

そ
こ
で
、
特
定
健
診
の
対
象
範

囲
と
範
囲
外
の
市
民
へ
の
対
応
は
。

生
活
文
化
部
長　

特
定
健
診
は
国

保
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
が
対
象
と
な
る
。

対
象
外
の
75
歳
以
上
の
方
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施

主
体
と
な
り
、
努
力
義
務
と
し
て

健
診
等
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
40

歳
未
満
の
方
は
、
関
係
部
課
で
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

健
診
等
の
個
人
負
担
の
導

入
に
よ
り
、
健
診
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
い
状
況
が
生
じ
な
い
よ
う
、

個
人
負
担
を
無
く
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

生
活
文
化
部
長　

負
担
は
各
保
険

者
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

今
後
、
国
等
が
示
す
負
担
基
準
な

ど
の
一
定
の
考
え
方
や
他
市
の
状

況
等
を
踏
ま
え
、
対
応
し
た
い
。

他 

バ
イ
ク
駐
輪
場
整
備
に
つ
い
て

行
わ
れ
て
い
る
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、
19
年

10
月
か
ら
同
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン

化
し
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
チ
ェ
ー
ン
ホ

ル
ダ
ー
を
配
布
予
定
で
あ
る
。

他 

生
活
保
護
医
療
券
の
改
善
に
つ
い
て

　　▲多摩川衛生組合　

　　▲放課後子ども教室事業　

ご
み
の
有
料
化
問
題

市
民
へ
負
担
を
求
め
る
の
で
な
く

 
  

生
産
者
へ
拡
大
生
産
者
責
任
を
求
め
る
べ
き
で
は

※ マタニティマーク…妊産婦が交通
機関を利用する際に身につけること
で、席のゆずりあいや受動喫煙防止
等、周囲の人が妊産婦へ配慮しやす
くなるよう促すもの。


